
昨
年
４
月
か
ら

勤
修
さ
れ
て
き
た

ご
ん

し
ゅ

う

親
鸞
聖
人
７
５
０

回
大
遠
忌
法
要
が

だ
い

お
ん

き

本
年
１
月

16日
ご

満
座
を
迎
え
円
成

ま
ん

ざ

い
た
し
ま
し
た
。

50年
に
一
度
の
大

遠
忌
法
要
の
集
大

成
と
な
る
御
正
当

ご
し

ょ
う

と
う

法
要
は
、
わ
た
し

が
親
鸞
聖
人
に
感

謝
を
伝
え
る
法
要

で
も
あ
り
ま
す
。

親
鸞
聖
人
は
今
か

ら
７
５
０
年
前
の

１
２
６
３
年
１
月

16日
、
凍
て
つ
く

京
都
で

90年
に
及

ぶ
ご
生
涯
を
終
え

ら
れ
ま
し
た
。
何
も
頼
り
に
な

ら
ず
混
迷
を
深
め
る
世
で
、
さ

と
り
を
目
指
し
、
阿
弥
陀
如
来

に
ま
か
せ
て
生
き
る
浄
土
の
教

え
を
弘
め
伝
え
ら
れ
た
ご
生
涯

で
し
た
。
浄
土
と
は
わ
た
し
の

前
生
と
後
生
を
貫
く
た
だ
一

ぜ
ん

し
ょ

う
ご

し
ょ

う

つ
の
道
で
す
。
こ
の
道
が
な
か
っ

た
ら
ど
こ
か
ら
来
て
ど
こ
へ
行

く
の
か
、
わ
た
し
は
何
者
な
の

か
と
い
う
人
生
の
根
本
命
題
は

解
決
で
き
ま
せ
ん
。
わ
た
し
の

人
生
の
根
本
に
浄
土
の
一
本
道

が
開
け
る
こ
と
が
、
ご
信
心
を

い
た
だ
く
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
の
教
え
は
、
親
鸞
聖
人
が
い

ら
っ
し
ゃ
ら
な
か
っ
た
な
ら
ば

伝
え
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た

法
で
す
。
親
鸞
聖
人
の
御
命
日

に
あ
わ
せ
て
毎
年
報
恩
講
を
、

ほ
う

お
ん

こ
う

50年
ご
と
に
盛
大
に
大
遠
忌
を

お
つ
と
め
し
て
き
た
伝
統
に
は

そ
う
し
た
背
景
が
あ
り
ま
す
。

今
回
の
大
遠
忌
法
要
は

65日
間

に
わ
た
り
１
１
５
座
が
つ
と
め

ら
れ
、
総
参
拝
者
は
１
４
３
万

人
に
上
り
ま
す
。
本
年
１
月
９
、

10日
の
２
日
間
、
淨
泉
寺
か
ら

も
住
職
夫
妻
が
法
要
に
参
拝
い

た
し
ま
し
た
。
法
要
で
は
本
山

で
こ
れ
ま
で
で
最
大
と
い
う
８

０
０
号
の
ろ
う
そ
く
が
新
た
に

作
ら
れ
、
用
い
ら
れ
ま
し
た
。

重
さ
３
キ
ロ
、
高
さ

54セ
ン
チ
、

手
作
り
の
た
め
１
本
が
３
万
円

と
高
価
で
す
が
一
度
に
２
本
、

午
前
午
後
計
７
日
間
の
法
要
で

28本
用
い
る
と
い
う
規
模
の
大

き
さ
で
す
。
一
回
り
大
き
な
１

０
０
０
号
も
試
作
さ
れ
た
も
の

の
、
燃
焼
実
験
で
使
用
に
適
さ

な
い
と
判
明
し
、
実
際
の
法
要

に
は
８
０
０
号
が
用
い
ら
れ
ま

し
た
。
わ
た
し
は
、
富
山
淨
泉

寺
前
住
職
で
あ
り
祖
父
の
五
条

袈
裟
を
身
に

着
け
て
出
勤

で
す
（
下
写

真
）
。
と
こ

ろ
で
浄
土
真

宗
の
東
西
本

願
寺
は
歴
史

的
な
縁
と
、

近
接
し
て
所

在
し
て
い
る

こ
と
か
ら
も
、

た
び
た
び
比

較
さ
れ
ま
す
。
報
恩
講
で
耳
に

す
る
の
は
「「 「「
西西 西西
のの のの
供供 供供
物物 物物
、、 、、
東東 東東
のの のの

華華 華華
」」 」」
と
い
う
言
葉
で
す
。
こ
れ

は
な

は
西
本
願
寺
は
御
供
物
、
東
本

願
寺
は
仏
華
が
と
く
に
立
派
と

い
う
意
味
で
す
。
東
本
願
寺
の

報
恩
講
は
毎
年

11月
下
旬
、
ご

参
拝
の
際
は
お
荘
厳
の
な
か
で

も
と
く
に
立
派
な
仏
華
に
ご
注

目
く
だ
さ
い
。
西
本
願
寺
は
供

物
が
と
く
に
立
派
で
す
。
今
回

の
大
遠
忌
法
要
期
間
中
に
お
供

え
さ
れ
た
御
供
物
は
毎
回

28種

類
（
１
種
類
は
１
対
）
に
上
り

ま
す
。
そ
の
内
訳
は
落
雁
と
餅

が
主
で
、
羊
羹
、
饅
頭
な
ど
の

菓
子
も
加
え
、
さ
ら
に
椎
茸
、

昆
布
、
蜜
柑
、
干
瓢
、
湯
葉
、

寒
天
、
花
豆
な
ど
に
、
季
節
物

と
し
て
金
柑

（
４
月
）
、
柏

餅
（
５
月
）
、

青
梅
（
６
月
）
、

酢
橘
（
７
月
）
、

胡
桃
（
９
月
）
、

栗
（

10月
）
、

作
柿
（

11月
）
、

銀
杏
（
１
月
）

を
各
回
入
れ
替

え
ま
し
た
。
西

本
願
寺
門
前
の

京
菓
子
舗
、
亀
屋
陸
奥
さ
ん
の

か
め

や
む

つ

職
人
の
手
で
作
ら
れ
て
お
り
、

今
回
の
御
供
物
に
つ
い
て
「
例

年
の
御
正
忌
報
恩
講
の
倍
以
上

の
数
で
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
材

料
を
用
い
、
ど
う
配
色
す
る
か

や
図
柄
に
苦
労
し
ま
し
た
。
今

回
は
慶
事
で
す
の
で
色
、
形
の

美
し
い
も
の
を
選
ぶ
よ
う
努
め

ま
し
た
」
（
亀
屋
陸
奥
・
河
元

正
博
さ
ん
）
と
話
さ
れ
て
い
ま

す
。
右
写
真
は
例
年
の
報
恩
講

の
御
供
物
で
す
。
伝
統
の
な
か

で
創
造
す
る
職
人
の
熱
意
に
頭

が
下
が
り
ま
す
。
（
住
職
）
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１
月

29日
に
「
わ
く
わ
く
子
ど
も
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
近
所
の
子
ど
も
と

父
兄
の
皆
さ
ん

20名
に
ご
参
加
い
た
だ

き
、
お
餅
つ
き
と
お
話
し
会
で
楽
し
く

過
ご
し
ま
し
た
。
次
回
は
４
月
８
日
に

開
催
で
す
。
体
験
お
菓
子
づ
く
り
と
腹

話
術
の
ゴ
ロ
ー
ち
ゃ
ん
が
や
っ
て
き
ま

す
。
大
人
も
楽
し
め
ま
す
の
で
、
是
非

お
越
し
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
東
武
東
上

線
東
松
山
駅
前
の
カ
フ
ェ
を
お
借
り
し

て
、
毎
週
月
曜
日

17時
か
ら
１
時
間
、

「
は
じ
め
て
の
歎
異
抄
講
座
」
を
始
め

ま
し
た
。
毎
週
し
て
ま
す
か
ら
、
お
気

軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
駅
か
ら
徒
歩

５
分
ほ
ど
の
所
に
あ
る
カ
フ
ェ
で
す
。

４
月
２
日
（
月
）

17時
（
毎
週
開
催
）

は
じ
め
て
の
歎
異
抄
講
座
（
東
武
東

上
線
東
松
山
駅
前
・
ま
ち
カ
フ
ェ
）

４
月
８
日
（
日
）
９
時

30分

わ
く
わ
く
子
ど
も
会
と
花
ま
つ
り

（
吉
見
布
教
所
淨
泉
寺
）

４
月

15日
（
日
）

14時

築
地
本
願
寺
和
田
堀
廟
所
法
話
会
出

講
（
杉
並
区
）

４
月

20日
（
金
）

19時

は
じ
め
て
の
歎
異
抄
講
座
（
第
７
回
）

フ
レ
サ
よ
し
み
（
埼
玉
県
吉
見
町
）

４
月

21日
（
土
）

18時

30分

新
月
ヨ
ガ
ナ
イ
ト

し
ん

げ
つ

フ
レ
サ
よ
し
み
（
吉
見
町
）

５
月

13日
（
日
）

15時

親
鸞
聖
人
降
誕
会
（
吉
見
布
教
所
淨

ご
う

た
ん

え

泉
寺
）
★
親
鸞
聖
人
の
ご
誕
生
を
お

祝
い
す
る
法
要
で
す
。

５
月

18日
（
金
）

19時

は
じ
め
て
の
歎
異
抄
講
座
（
第
８
回
）

フ
レ
サ
よ
し
み
（
吉
見
町
）

５
月

20日
（
日
）

13時

明
覚
寺
永
代
経
法
要
出
講
（
京
都
府

福
知
山
市
）

５
月

26日
（
土
）

18時

30分

新
月
ヨ
ガ
ナ
イ
ト

フ
レ
サ
よ
し
み
（
吉
見
町
）

６
月

11日
（
月
）

13時

聞
乗
寺
法
話
会
出
講
（
埼
玉
県
上
尾

市
）

６
月

15日
（
金
）

19時

は
じ
め
て
の
歎
異
抄
講
座
（
第
９
回
）

フ
レ
サ
よ
し
み
（
吉
見
町
）

６
月

24日
（
土
）

18時

30分

新
月
ヨ
ガ
ナ
イ
ト

フ
レ
サ
よ
し
み
（
吉
見
町
）

■
お
が
わ
温
泉
花
和
楽
の
湯
（
埼
玉
県

か
わ

ら

小
川
町
）
の
足
湯
で
毎
週
水
曜

14時

30

あ
し

ゆ

分
か
ら
「
気
軽
に
、
温
泉
法
話
」
と
題

し
、
法
話
を
し
て
い
ま
す
。
坊
守
は
毎

週
火
曜
に
吉
見
町
で
、
第
２
・
第
４
木

曜
に
川
越
市
で
、
ヨ
ガ
サ
ー
ク
ル
を
主

宰
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
寺
ま

で
。
℡
０
４
９
３
-５
４
-８
８
０
３

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
新
門
ま
た
築
地
本

願
寺
副
住
職
で
も
あ
る
大
谷
光
淳
新
門

お
お

た
に

こ
う

じ
ゅ

ん

様
が
３
月

19日
、
淨
泉
寺
を
訪
問
さ
れ

ま
し
た
。
今
回
の
ご
訪
問
は
浄
土
真
宗

本
願
寺
派
が
首
都
圏
で
進
め
る
都
市
開

教
の
現
場
視
察
が
主
な
目
的
で
す
が
、

わ
た
し
た
ち
に
と
り
ま
し
て
は
激
励
の

お
言
葉
を
い
た
だ
け
る
ま
た
と
な
い
機

会
で
し
た
。
わ
ず
か
一
時
間
ほ
ど
の
ご

滞
在
で
し
た
が
、
わ
た
し
た
ち
の
お
寺

の
活
動
を
詳
し
く
ご
説
明
し
、
こ
れ
か

ら
本
格
化
す
る
伽
藍
整
備
に
向
け
た
抱

負
も
お
話
し
い
た
し
ま
し
た
。
新
門
様

は
い
ず
れ
西
本
願
寺
の
ご
門
主
と
な
ら

れ
る
お
方
で
、
浄
土
真
宗
の
お
み
の
り

を
後
世
に
伝
え
る
重
責
を
一
身
に
背
負

わ
れ
る
お
方
で
す
の
で
、
今
回
の
ご
訪

問
は
記
念
す
べ
き
ご
縁
で
し
た
。

次回の「淨泉寺通信」は2012(平成24)年7月1日発行予定です。子ども会の開催報告します。お楽しみに。

ご
先
祖
を
偲
び
、
浄
土
へ
想
い
を
は

せ
る
盂
蘭
盆
会
を
、
東
京
築
地
の
築

う
ら

ぼ
ん

え

地
本
願
寺
で
勤
修
い
た
し
ま
す
。
富

山
淨
泉
寺
住
職
、
埼
玉
淨
泉
寺
住
職

と
も
に
参
り

ま
す
。
法
要

後
に
は
築
地

本
願
寺
「
日
本
料
理
紫
水
」
長
島
博

し
す

い

料
理
長
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
精
進
弁
当
を

い
た
だ
き
ま
す
。
こ
の
機
会
に
是
非

ご
一
緒
に
お
参
り
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

■
７
月

14日
（
土
）
午
前

11時

■
築
地
本
願
寺
（
東
京
メ
ト
ロ
築
地

駅
下
車
徒
歩
１
分
、
駐
車
場
多
数
)

■
参
加
費
３
，
０
０
０
円
（
お
一
人

様
、
法
要
懇

志
と
弁
当
代
）

■
法
話
福
井

静
志
（
富
山
淨
泉
寺
住
職
）

■
事
前
に
葉
書
、
申
込
書
の
フ
ァ
ッ

ク
ス
、
埼
玉
淨
泉
寺
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

淨
泉

寺
盂

蘭
盆

会

大大 大大
谷谷 谷谷

光光 光光
淳淳 淳淳

新新 新新
門門 門門

様様 様様
がが がが

淨淨 淨淨
泉泉 泉泉

寺寺 寺寺
をを をを

ごご ごご
訪訪 訪訪

問問 問問
！！ ！！


